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はじめに
勝山市は、中心を流れる九頭竜川、周辺を囲む1,000m

級の山々、市内に生息する希少な動植物をはじめとした
豊かな生態系、古くから盛んな農林業による美しい田園
風景、歴史ある町家や神社仏閣、自然と調和した集落景
観など、豊かな自然と歴史ある伝統・文化にあふれたま
ちです。

恐竜のまち勝山
1988 年の夏、勝山市北谷町で肉食恐竜の歯が発見さ

れて以来、日本における恐竜化石のほとんどが勝山市か
ら発掘されています。
2000年にオープンした福井県立恐竜博物館には、年

間 120 万人以上の観光客が訪れており、福井県を代表
する観光地となっています。
恐竜博物館のほかにも、勝山市内には越前大仏や平泉

寺などの観光地があり、外国人観光客の姿があちらこち
らで見られるようになってきました。

英語に触れて、異文化交流へ
勝山市では、1993 年から国際交流員（CIR）の任用

をはじめ、アメリカ合衆国・アスペン市との友好都市交
流事業などに取り組んできました。
現在は、14代目となるピーター・ウォレスさん（イ

ギリス出身）と 15代目のアユミ・ナカガワさん（アメ
リカ合衆国出身）の 2人を任用し、国際交流の推進のた
めさまざまな事業に取り組んでいます。なお、2026 年
8月には新たにCIR を 1人追加し、3人体制で取り組み
ます。

②勝山市役所に勤務するピーター（写真右）とアユミ（同左）

CIR の活動は多岐にわたりますが、その一つとして、
市内の小学校やこども園への訪問活動があります。子ど
もたちと英語で触れ合うだけではなく、出身国の文化や
行事について紹介し、子どもたちが異文化に触れる機会
をつくっています。ハロウィーンやクリスマス、バレン
タインの時期には学校や園からの訪問希望も多く、CIR
は子どもたちが異文化を楽しめるように工夫を凝らして
います。

� ●  勝山の国際交流をリードする CIR
～地域に飛び込む姿～

ー 福井県勝山市未来創造課

活躍の現場から

①ボーズマンロータリークラブ（米）が勝山市に訪問した際
には通訳として活躍（福井県立恐竜博物館内）
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そのほかに、料理教室やカードづくりなどさまざまな
種類の異文化交流講座を開催して、市民に広く国際交流
の場を提供したり、地域のイベントに招待されるなど、
CIR は地域住民に親しまれており、子どもから高齢者ま
で多くのファンもいます。

地域活動にも積極的に参画
勝山市街地では毎年 2月になると、300 年以上の伝

統を誇る勝山左義長まつりが行われます。各町内に 12
の櫓が建てられ、櫓の上では色とりどりの長襦袢姿の大
人たちが三味線や笛、鉦（かね）によるお囃子にのって
太鼓を打ちます。
ピーターさんとアユミさんは、自分たちも勝山左義長

まつりを盛り上げようと、地区のおはやし練習会に参加
して腕を磨き、祭り当日には区民と一緒に櫓に上がって
パフォーマンスを披露しました。
祭りのパンフレットなどの英訳などにも積極的に携わ

り、裏方としても活躍しました。
2025年 5月には勝山市の平泉寺白山神社で 33年に

1度の「三十三式年御開帳」が行われました。僧兵行列
参加募集に協力したところ、CIR の僧兵姿がＳＮＳでバ
ズり問合せが殺到しました。当日は友人たちと参加し盛
り上げてくれました。

櫓の上で左義長ばやしを披露するピーター（写真中央）とア
ユミ（同右）

CIR の存在の大きさ
CIR は日本語のレベルが高く、言語の壁を感じること

なくやり取りをすることができます。現在は、翻訳アプ
リなど便利なツールも多く出回っていますが、言葉だけ
でなく、文化や気持ちもくみ取りながらコミュニケー
ションがとれるのは、CIR ならではの強みです。
CIR が学校で、地域で、さまざまな活動を展開してい

くことで、市民の異文化に対する理解が深まります。
CIR には外国人住民と日本人住民との懸け橋としても大
きく期待できます。多文化共生社会の実現に向けて、今
後も力を発揮してくれることを楽しみにしています。

③ハロウィンイベントに参加する 2人

④ CIR と福井大学の学生・職員が企画運営し初めて開催し
た Katsuyama English Camp


